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れも PASや SM にまさる試験管内制菌力を認
めている｡この中で Brodersonは,烏型 菌 を
用いた動物実験では無効,人型菌を用いた治療
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実 験 成 績
検体の化学名,構造式,発育阻止 最 低 濃 度
(MIC),及び PAS比を 表 に 示 した｡ この 中
PAS比とは,対照の PAS-Naの MICで検体
の MIC を除 した値で, この値が小さい程制菌
作用が強いことを意味する｡
No.1-5までの PAS-alkylester類 の制 菌




これに反 して No.7-12の phenylester,toly1-
ester,及び methoxphenylesterは,PAS-Naの





















類のそれは,母体の PAS-arylesterの制 菌 力
より弱いとはいえ,PAS-Naとは同等又はそれ









菌力も強くなる傾向が 認められるが, 母 体 の




すぐれている｡即ち先きに報告 した私 共 の 結
論3~5) を再確認 したわけである｡
しかしながら,水溶性化を目的として合成さ







菌力を示 したものがあった｡ とくに 4-Phthal-
S豆ure-monoamid0-2-0Xybenzoesaure-p-tolyle-
ster及び -p-methoxyphenylesterのMICは夫
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*PAS比 検体のMIC/対照PAS-Naの MIC **Propylen-glycolに難溶のため不検
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